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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月11日(2014.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】入出力装置
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素部を含む入出力部と、
　データ処理部と、
　を含み、
　前記画素部は、
　複数の表示回路と、
　複数の光検出回路と、
　を備え、
　前記データ処理部は、
　画像処理回路と、
　複数のプログラムが記憶された記憶回路と、
　ＣＰＵと、
　を備え、
　前記複数の光検出回路は、入射される光の照度に応じて複数の光データを生成すること
ができる機能を有し、
　前記記憶回路は、前記複数の光データを順次記憶する機能を有し、
　前記画像処理回路は、
　前記記憶回路から前記複数の光データを画像データとして順次読み出し、基準データ値
より値の大きい光データにラベルを付与する機能を有するラベリング処理回路と、
　同じグループを表すラベルが付与された光データの数を計数する機能を有する計数回路
と、
　前記同じグループを表すラベルが付与された光データの計数値と第１の基準計数値及び
第２の基準計数値とを比較する機能を有する比較回路と、
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　を備え、
　前記ＣＰＵは、
　前記比較回路の比較結果に応じて前記複数のプログラムの一つ又は複数を実行する機能
を有することを特徴とする入出力装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記同じグループを表すラベルが付与された光データは、第１の被読み取り物に重畳す
る前記画素部の領域における前記光検出回路で生成された光データに対応し、
　前記画素部は、入力される表示データ信号のデータに応じて第１の方向に移動する画像
を表示する機能を有し、
　前記ＣＰＵは、前記第１の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域に前記画像が接す
ると前記画像が移動する方向を前記第１の方向と異なる第２の方向に変化させるプログラ
ムを実行する機能を有することを特徴とする入出力装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記同じグループを表すラベルが付与された光データは、第１の被読み取り物に重畳す
る前記画素部の領域における前記光検出回路で生成された光データに対応し、
　前記画素部は、入力される表示データ信号のデータに応じて第１の方向に移動する画像
を表示する機能を有し、
　前記ＣＰＵは、前記第１の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域に前記画像が表示
されると前記画像が移動する方向を前記第１の方向と異なる第２の方向に変化させるプロ
グラムを実行する機能を有することを特徴とする入出力装置。
【請求項４】
　請求項１において、
　前記同じグループを表すラベルが付与された光データは、第１の被読み取り物または第
２の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域における前記光検出回路で生成された光デ
ータに対応し、
　前記第１の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域における前記光検出回路で生成さ
れた光データに対応する前記同じグループを表すラベルが付与された光データの計数値が
第１の基準計数値以上第２の基準計数値以下の場合、
　前記ＣＰＵは、前記第１の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域に第１の色の画像
を表示させるプログラムを実行する機能を有し、
　前記第２の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域における前記光検出回路で生成さ
れた光データに対応する前記同じグループを表すラベルが付与された光データの計数値が
前記第２の基準計数値より大きい場合、
　前記ＣＰＵは、前記第２の被読み取り物に重畳する前記画素部の領域に前記第１の色と
異なる第２の色の画像を表示させるプログラムを実行する機能を有することを特徴とする
入出力装置。
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